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供述分析の視覚化ツール：KTH CUBE システム

山田早紀

（日本学術振興会特別研究員・立命館大学）

報告のテーマは「供述分析の視覚化ツール」についてです。現在，私は司法

の場における供述というナラティヴデータにまつわる複数性と時間性の問題に

ついて研究しています。そこで本日は，ナラティヴを媒介とした心理学と司法

との学融研究の一端をご紹介したいと思います。

まず司法とナラティヴがどのようにかかわって，どのような問題が生じてい

るかということについてご説明いたします。私がかかわっている「司法の場」

というのは具体的にいうと刑事事件の裁判です。刑事裁判は，被告人の事件に

かかわるさまざまなナラティヴを聞いて，裁判官や裁判員といった人たちが事

件に対して判断していく場です。ここでは供述というナラティヴにまつわる多

くの問題が生じています。何が問題かというと，供述調書があります。これは

過去に被告人やその他の人たちが事件について語った言葉を記録したもので

す。供述調書は１回とられただけで終わりというわけではなく，何度もとられ

ます。つまり同じ出来事についてたくさんのナラティヴデータが生み出されて

いる。このような供述調書は次に公判廷の場にいってさらなる問題を生み出し

ます。公判廷では被告人だけのナラティヴだけではなく，被害者，証人，別の

人のナラティヴが登場します。つまり複数の人が同じ出来事について何度も語

ることによって，複数のナラティヴデータが，供述調書と公判廷という何回も

とられることで複数の時間をまたいで生まれる。ここにナラティヴデータの

「複数性と時間性の問題」が出てくると考えられます。これは実は従来のナラ

ティヴデータ研究でも共通の問題ではないかと思います。

またもうひとつの問題として，ナラティヴを判断しなければいけない人がい

るということがあります。ナラティヴを聞いて判断する裁判官・裁判員という

ナラティヴの受け手がいる。この人たちは複数のナラティヴのいろんなところ
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に視点を向けて，それを判断しなければいけません。このように，ナラティヴ

を聞いて判断する受け手がいることと，目の前のナラティヴだけでなく過去の

供述調書というナラティヴデータについて考えなければならない司法特有の問

題，ナラティヴデータの提示と内容の問題があるのではないかと思っています。

では具体的な司法の場での問題についてみていきます。まずナラティヴデー

タの提示に関する問題ですが，2009 年５月に始まった裁判員制度によって一

般市民が現在，一部の裁判に参加しています。裁判員制度とは，一般市民から

選ばれた裁判員と職業裁判官が特定の刑事裁判に参加して事件について判断す

る制度です。最高裁判所は，制度は全体としてはうまくいっているとアンケー

ト結果を出しています。しかし事件が複雑だったり，関係者の供述が食い違っ

ていたりしている場合，裁判員が扱う情報つまりナラティヴデータを評価し，

判断する困難さが増大するといえます。このことから裁判で扱われるナラティ

ヴデータを，わかりやすく提示する方法が開発する必要があります。このため

に情報工学と法学との学融的研究が必要です。つぎにナラティヴデータそのも

のに関する問題です。先ほど，供述調書は何度もとられるというお話をしまし

たが，捜査段階での供述調書というは被告人の言葉そのものを記録したもので

はなく，被告人が語った言葉をまとめて捜査官が書いたものです。また供述調

書をとるために，日本では警察に一度，逮捕されると最大 23 日間の身体拘束

を行うことができるため，その間中，何度も取調べを受けることになります。

取調べの現場は非常に辛いものになることは想像できるかと思います。そうな

ると無実の人が「自白」してしまう，つまり間違った供述調書が生み出されて

しまうという可能性が出てきます。間違った供述調書を用いて判断を行なった

場合，その判断は間違ってしまうかもしれない。供述調書の内容の真偽を判断

できないと「冤罪」を生み出してしまう可能性があります。それを見極めるこ

とを助ける仕組みが必要です。以上のような問題を解決するために開発しよう

というのが，私がやっているKTH CUBEシステムというものです。

では供述の視覚化システム，KTH CUBE システムとはどういうものなのか

について次に説明します。KTH CUBE システムというのは，KACHINA

CUBE システムと TEM と浜田式供述分析という供述を分析するための３つ

の手法からなっています。その頭文字をとって「KTH」という名前です。こ

れは情報のマネジメントツールで，供述を３次元的に視覚化することで裁判員

にわかりやすく提示しようというものです。このシステムはコンピュータ上に

66



あって，情報を整理して３次元に格納し提示するシステムです。

それではKTH CUBEシステムの仕組みをご紹介します。３次元システムと

いうわけですから各次元について説明します。まず第１次元目。ここでは「概

念マップ」というものを使います。これは被告人と検察官のストーリーの乖離

を表現しています。上下の段でストーリーの別を表していて，ここでは上が検

察側のストーリー，下が被告人つまり弁護側のストーリーになります。そして

それぞれストーリーには時間の流れがあります。左から始まり，右で終わると

いう時間を提示する。これが第２次元目です。最後の３次元目は事件のストー

リーを被害者，被告人が供述をとられた時間順に下から蓄積していきます。た

とえば５月 30 日にとられたものを下にして，その上に５月 31 日の供述，それ

から６月８日にとられた供述，最後に公判廷でとられた供述。このように供述

がとられた時間を層のように蓄積していって３次元にする。上にいけばいくほ

ど新しい供述となります。つまり第３次元目は供述がいつとられたかを表現し

ています。このようにしてすべての供述調書はこの中に格納されています。こ

の四角いボタンはフラグメントといって語った人物，供述をした人，被告人，

証言者で色分けがされていますし，語り手ごとに表示することも可能です（図

１）。それからそのボタンの中には１つ１つの語りが格納されているので，ク

リックすれば，その人が供述した言葉そのものを見ることができるようになっ

ています。また，コンピュータ上の３次元 CUBE ですので，回転させながら
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図１ KTH CUBEシステムの概念マップとキューブを上と左横から見たビュー（山田（2012）を一部改変）



上から見たり，横から見たりとさまざまなビューを選択できるということも特

徴です。

ではこのKTH CUBEシステムを用いた実際の事例研究をご紹介します。今

回は単独犯事件のKTH CUBEシステムです。この事件はひったくり事件で被

告人は一人。被害者が一人。警察官が立てたストーリーは「被告人が被害者を

押し倒して転倒させハンドバッグを奪った」というものでした。一方，被告人

は「いや，そうではない。ハンドバッグは奪ったが，故意に押し倒したのでは

なく，はずみで転倒して負傷させてしまった」というストーリーを主張しまし

た。したがって奪ったことと負傷させたことは認めているが，「故意に被害者

を押し倒したのか」ということがこの事件では争点になります。この争点をも

とに本件KTHの第１，第２次元をつくると図２の通りになります。上が被告

人，弁護側ストーリー，下が検察側ストーリーです。弁護側ストーリーでは「被

害者を押さえずにはずみで倒してしまった」というもの。一方で検察側ストー

リーでは「被害者をつかんで押し倒してバッグを奪った」というものです。こ

のように今回は事件の犯行様態について概念マップをつくりました。

図２ 本事例研究でのKTH CUBE システムで用いた概念マップ

この概念マップに基づいてKTH CUBEシステムをつくりますと図３の通り

になります。ここでは白いボタンが被告人，黒いボタンが被害者というふうに

設定して２人のナラティヴをまとめています。これらナラティヴは事件の様子

についての語りです。上の方にあるものほど新しいナラティヴであることを表
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しています。３次元空間にあるので，KTH CUBE システムは回転しながら見

方を選択できます。図３をみるとこれはKTHを右からみたところで，左側が

検察側ストーリー，右側が被告人，弁護側ストーリーです。これをみると被害

者の供述の方が「被告人ストーリーから検察官ストーリーに動いて最終的に確

定していった」ということがみえるかと思います。一方，被告人の供述をみて

みると，被害者が「被告ストーリーから検察官ストーリーへと変遷した後にな

ると，被告人の供述も検察官ストーリーへと移っていった」ということが視覚

的に示されていると思います。被告人の供述は被害者の供述にあわせて変遷し

ていくことが，KTH CUBE システムをみせることによってわかるかと思いま

す。特に「意図的に押し倒したのかどうか」という部分で変遷して，最終的に

「検察官ストーリーに沿った供述」へ変遷したことがわかります。被告人のナ

ラティヴ，被害者のナラティヴ，両方が最終的には「検察官ストーリーに沿っ

た供述」に変遷してしまっていることを視覚的に見せることができるわけです。

図３ 本事例研究でのKTH CUBE（右横からみたビュー）

このようにKTH CUBEシステムは供述変遷の内容，前後関係の視覚的理解

が可能になります。変化した言葉の前後の内容についても視覚的に理解できま

す。またおおまかな変遷などの視覚的な面だけでなく，細かい項目の内容につ

いて詳細を参照することができるため，変遷の方向性についても分析可能とな

ることがいえるのではないかと思います。これはナラティヴデータの複数性と

時間性，複数性の問題を解消できる可能性があります。KTH CUBE システム

でナラティヴを整理して，時間的な変遷を視覚化して見せ，かつそれが複数の

69



人のものであって１つの画面の中で提示することができます。このことから司

法特有のナラティヴデータ問題の提示方法，内容の問題を解消する試みにも

なっているのではないかと考えています。

またここまでみてきて，実は司法の場におけるナラティヴデータの問題は多

くのナラティヴ研究でも共通の問題ではないかと思っています。データの提示

方法でいえば誰に見せるのかということですが，私の場合は司法の現場で裁判

員に対してナラティヴデータを見せようという場面を想定しています。一方，

多くのナラティヴ研究でもどのように見せるかということは問題になるのでは

ないでしょうか。ナラティヴ研究でも，何度か語っていただいて同じ事柄につ

いての違う時間場面でのナラティヴデータがあったり，あるいは同じ事柄につ

いて複数の人が語ったナラティヴデータがあったりすると思います。このよう

なデータを分析したり，他の研究者へ提示したりする際には，司法の場と共通

の問題があるといえるのではないかと考えています。このように考えると

KTHCUBEシステムの援用は，ナラティヴデータ研究全般においても「語り」

の分析の整理に有益なのではないでしょうか。そこでこれからは今までの司法

の場でやっていたことを，今度はナラティヴ研究の皆さんと一緒に KTH

CUBE システムの使い方について理論化の議論や実践などを通して一緒に研

究していけたらいいのではないかと考えております。

レファレンスが３点あります。浜田寿美男先生の浜田式供述分析，サトウタ

ツヤ先生の TEM，KTH CUBE システムのもとになっている KACHINA

CUBEシステムについては以下の文献をご覧いただければと思います。

以上です。ありがとうございました。
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